
福祉文教委員会

委員長 花 井 守 行

３月13日及び３月24日に開催し

ました福祉文教委員会に付託され

ました案件は、議案11件、陳情１

件でした。

◇主な審査内容

◎第１号議案

公立学校情報通信ネットワーク

環境施設整備費補助金では、補助

申請の考え方、各学校による差

異、この後に続くスキーム、具体

的な成果などについて質疑があ

り、「国のギガスクール構想で、

学校のＩＣＴ環境、全教室で高速

化、大容量化を図るもので、令和

５年度までに一人一台のパソコン

を整備していく予定。国の補正予

算で計上されており、今後申請し

ていく。渋川小で約2100万円、旭

中で約3700万円の差異があり、学

習においての質の向上の成果を期

待している」との答弁でした。

◎第７号議案

小中学校の施設維持運営事業に

おける公共ごみ収集委託料では、

学校給食で、４月から牛乳ビンか

ら紙容器へと変わることについて

の経緯や、なぜリサイクルでな

く、ごみ収集としたか、市の廃棄

物処理清掃条例や一般廃棄物(ご

み)処理基本計画に矛盾しないか、

自宅への持ち帰りは検討したかな

どの質疑があり、「県からの通知

により４月から、乳業者の経営判

断でビン容器から紙容器に切り替

わる。学校内にはリサイクルに必

要な洗浄乾燥、保管の場所がな

い、給食の時間が減る懸念がある

ことなどの課題により、学校での

リサイクルは断念した。自宅への

持ち帰りは衛生上行わない」との

答弁でした。

◎第29号議案

新型コロナウイルス感染症対策

関連として、急な対応であるが、

保育園、学童クラブ等の現場が必

要としているものを短期間で把握

できたのかという質疑があり、

「保育園、幼稚園、小規模保育事

業所、児童クラブ、学童クラブ

等、公立、民間、全ての施設に必

要な物品と必要数を確認したとこ

ろ、マスクや消毒液といった消耗

品から空気清浄機まで、必要とし

ているものが期限内に把握できた

ため、所要額を計上した」との答

弁でした。

◇審査結果

第１号、第２号、第５号、第６

号、第７号、第８号、第11号、第

12号、第22号、第24号、第29号議

案は全員賛成で可決しました。

また、陳情第１号は全員賛成で

採択としました。

都市環境委員会

委員長 松 原 た か し

３月16日に開催しました都市環

境委員会に付託されました案件

は、議案13件でした。

◇主な審査内容

◎第１号議案

プレミアム付き商品券事業につ

いて対象者の想定や使用された店

舗について質疑があり、「１万２

千人の想定が約１万2600人、使用

率は71％で小売業が多くを占めて

いる」との答弁でした。

リサイクル広場移転について交

通や駐車場の安全性、場所、運用

面、確認、今後の想定等の質疑が

あり、「安全面は建物や駐車場の

配置を精査し検討する。場所は市

民の利便性や委託者との連携を確

保するため決定し、土日祝日庁舎

利用のセキュリティは当直者によ

り管理する。確認では建物リース

は流動的な社会情勢から10年から

15年程度の使用を想定し、ゆった

りスペース駐車場は一部撤去す

る。現在の利用状況は平日170人

から200人、土日祝日350人から

400人の利用で同等程度見込んで

いる。また、子供用品や本、自転

車のリユースは取りやめ、古紙回

収を他の場所でも実施する」との

答弁でした。

空家実態調査委託、特定空家の

詳細について質疑があり、「現状

を把握するため、実態調査を実施

し５年前からの増減や分布の変動

について把握する。また、現在は

特定空家の認定を予定している空

家はない」との答弁でした。

◇審査結果

第１号、第４号、第10号、第13

号、第14号、第16号、第20号、第

23号、第25号、第26号、第27号、

第28号議案は全員賛成で可決しま

した｡また､第７号議案は賛成多数

で可決しましたが、附帯決議が提

出され賛成少数で否決しました｡
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総 務 委 員 会

委員長 芦 原 美 佳 子

３月17日に開催しました総務委

員会に付託されました案件は、議

案８件でした。

◇主な審査内容

◎第７号議案

あいちＡＩ・ロボティクス連携

共同システム使用料について、県

内参加団体数や共同利用のメリッ

ト、開始時期や活用方法などの質

疑があり、「市民からの問い合わ

せに対し、ＡＩが回答するＡＩ総

合案内は41団体、申請書など紙帳

票の文字認識にＡＩを活用し、

データ化するＡＩ-ＯＣＲについ

ては43団体の自治体が導入予定で

ある。共同利用の主なメリットと

して、開発や運用のコスト削減、

ＡＩの精度がより早く向上するこ

となどがあげられる。令和２年11

月から使用開始を予定しており、

ＡＩ総合案内はチャットボットを

活用し、パソコンやモバイル端末

からのアクセスを想定している」

との答弁でした。

また、防災行政無線デジタル化

工事に関連して、新たな情報伝達

手段や防災用スピーカーについて

質疑があり、「スマートフォンア

プリによる伝達方法の他に、予め

登録された固定電話やファックス

に防災行政無線に流れた音声内容

を同時に発信するシステムの導入

を計画している。デジタル化工事

に合わせ、高性能スピーカーを全

体の三分の一に導入することによ

り、今まで音声が届きにくかった

地区の解消を図る」との答弁でし

た。

◇審査結果

第１号、第３号、第９号、第15

号、第18号、第21号議案は全員賛

成、第７号、第19号議案は賛成多

数により可決しました。

議会運営委員会

委員長 成瀬 のりやす

３月23日に開催しました議会運

営委員会に付託されました案件

は、議案１件、陳情１件でした。

◇主な審査内容

◎第17号議案

尾張旭市議会の議員の議員報

酬、費用弁償及び期末手当に関す

る条例の一部改正についてでは、

特別職報酬等審議会の開催状況に

ついて質疑があり、「人事院勧告

が８月に行われるため、例年、11

月及び１月に開催している」との

答弁でした。

質疑の後、議員間討議を行い、

委員からは、「新型コロナウイル

スの影響により、３月以降、経済

状況が急激に悪化していることも

あり、期末手当の額については、

改正を見送るべき」との意見や、

「第三者機関である特別職報酬等

審議会の答申を尊重する」などの

意見がありました。

◇審査結果

第17号議案は賛成多数で可決し

ました。また、陳情第２号は賛成

多数で採択としました。
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●２月

４日 議会報告会実行委員会

５日 【公明党尾張旭市議団】

政務活動（石川県金沢市）

７日 愛知県市議会議長会 定期

総会（名古屋市）

14日 議会改革推進特別委員会

行政調査（三重県伊勢市）

19日 議会運営委員会

各派代表者会

20日 全員協議会

各派代表者会

議会改革推進特別委員会

22日 議会意見交換会（学童クラ

ブ連絡会）

28日 議会運営委員会

各派代表者会

●３月

２日 令和２年第１回３月定例会

本会議（初日）

６日 各派代表者会

議会運営委員会

９日 各派代表者会

10日 本会議（２日目）

11日 議会運営委員会

各派代表者会

13日 福祉文教委員会

16日 都市環境委員会

17日 総務委員会

19日 議会広報委員会

各派代表者会

23日 議会運営委員会

24日 本会議（最終日）

福祉文教委員会

27日 議会運営委員会

●４月

８日 議会運営委員会

各派代表者会

14日 議会広報委員会

21日 議会運営委員会

各派代表者会

28日 各派代表者会

●５月

８日 議会運営委員会

15日 各派代表者会

18日 令和２年第２回５月臨時会

19日 各派代表者会

20日 議会広報委員会

25日 各派代表者会

29日 議会運営委員会

議会日誌議会日誌

令和２年第１回（３月）定例会では、一般質問を行わなかった
ため、今号では市議会キッズガイドを掲載しました。
次ページの市議会キッズガイドについては、取り外して保管す
ることができます。

➡


